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P117a 野辺山 45m鏡 受信機 7BEEを用いた巨大分子雲W3における重水素化分子の
観測
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重水素化分子は低温な分子雲コアで増加し、星の誕生後は温度上昇により減少する。このとき、イオン分子に
比べ中性分子は反応速度が遅いため緩やかに減少すると考えられる。昨今、分子の重水素濃縮度から大質量星形
成領域の進化段階を探る研究が進められている。この研究を推進するべく我々は野辺山 45m鏡の新受信機 7BEE
を開発した。先行研究より巨大分子雲W3の大質量星形成領域である AFGL 333, W3(OH), W3 Westでは、星
形成の活発度合いの違いや、化学進化の段階の差異が示されている (Polychroni et al. 2012, Sakai et al. 2005)。
そこで本研究では星形成の影響と重水素濃縮の関係を調べるため、上記の 3領域に対し 7BEEによるDCO+及び
DNCの同時受信観測を行った。比較のため受信機 FORESTを用いてHCO+, H13CO+, HNC, HN13Cの観測も
行った。観測の結果、AFGL 333においてDCO+とDNCの輝線が強く検出され、それら分子の分布はよく似て
いることがわかった。一方、W3(OH)ではそれら輝線の強度は弱く、W3 Westでは検出されなかった。W3(OH),
W3 Westでは活発な星形成により重水素濃縮が解消されている可能性がある。また、AFGL 333領域において
DCO+とH13CO+の分布を比較すると、大まかな構造は似ているものの、ピークの位置がずれているなどやや異
なる分布が見られた。これは、分子雲内部の高密度コアごとに重水素濃縮度が異なることを示唆している。講演
では、重水素濃縮度について他の天体と比較するなどし、W3領域の星形成と重水素濃縮の関係を議論する。


